
 
 
 
 
 
 

横浜市水と緑の基本計画の改定（素案）について 
 

 

１ 趣旨 

横浜市水と緑の基本計画は、河川や水路、樹林地といった水や緑を一体的にとらえ、

水・緑環境施策の方向性や考え方を示した総合的な計画です。策定からおよそ 10 年が

経過したことから、計画内容を一部改定します。 

なお、本計画の改定にあたって環境創造審議会に諮り、答申をいただいています。 

２ 改定のポイント 

（１） 現行計画の特徴である水と緑の回廊形成や水循環をふまえた流域単位での計画推進、

緑の10大拠点における水・緑環境の保全など、基本的な枠組みや内容は継承します。 

（２）環境創造審議会からの答申を反映するとともに、横浜市中期４か年計画をはじめと

する関連計画との整合を図り、「これまでの取組の成果をふまえた課題」と「変化する

社会状況と課題」から、今後の方向性を定め、計画内容を追加・拡充します。 

３ 改定の内容 

裏面に記載 

４ 改定の経緯 

平成27年 3月 横浜市環境創造審議会に「横浜市水と緑の基本計画の改定について」諮問 

平成27年12月 横浜市環境創造審議会より答申受理 

５ 改定のスケジュール 

平成28年 2月下旬～3月下旬    パブリックコメントの実施 

                 意見集約 

4月以降         原案策定 

                 市会常任委員会への原案のご報告 

                 計画の改定・公表 

６ 添付資料 

（１）横浜市水と緑の基本計画 改定（素案） 概要版 

（２）横浜市水と緑の基本計画 改定（素案） 冊子 

建築・都市整備・道路委員会 
平 成 2 8 年 2 月 1 9 日 
道 路 局 

資 料 ７ 

裏面あり 



 

 

 

水・緑環境の保全と創造の推進計画と道路局の主な取組 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今後の方向性 

 

「水・緑とともにある多様なライフスタイルの実現」 

・多様な世代が輝ける場づくり 
・市民の力で育むより良い水・緑環境 
・コミュニティの形成 
・市民との関わりの深化        
 

 [P.35、36]

「横浜の魅力を高める水・緑環境の保全・創出・育成」 

・継続した保全・創出と未来に引き継ぐストック 
マネジメント 

・都市構造の変化をとらえた保全・創出 
・防災・減災に資する水・緑環境 
・横浜の魅力を高める都心臨海部での創出・育成 

[P.３０～３４]

道

路

局

の

主

な

取

組 

●河川水量確保と雨水流出抑
制するための透水性舗装 
などの促進 [P.46] 
 

○水防災情報システムの情報
提供による自助・共助の推進 
[P.46] 

○河川・水路などを活用した、 
水と緑の回廊像の創出や 
道路などの周辺施設との連
携も加えた市民の健康づくり
の場としての活用を推進  
[P.46] 

○これまでに整備した水・緑環
境の適切な維持管理や老朽
化対策による計画的なマネジ
メントの実施 [P.46] 

●緑の 10 大拠点における小川
アメニティ、せせらぎ緑道、 
親水拠点の維持・保全と 
活用の推進 [P.72～85] 
 

○都心臨海部における街路樹
などの効果的な維持管理・活
用による都市の美観と快適性
の向上 [P.91] 

 

○幹線道路や地区内道路にお
ける街路樹などの道路緑化に
よる魅力ある街路景観の形成 
 [P.94] 

●市民が水・緑環境に関わる 
きっかけづくりや情報交換 
による環境活動の推進 [P.96] 

●企業の CSR 活動なども連携 
した活動ボランティアの拡大 
[P.97] 

●水辺愛護会の活動を研修や
コーディネートを通じて支援 
[P.97] 

○シニア層をはじめ多様な市民
の知識や能力が発揮される
場づくりの推進 [P.96] 

○水辺空間を活用した地域の
新たな魅力や賑わいの創出 
[P.96] 

○地域や流域ごとに連携した 
活動への拡大と団体同士の
交流や連携の推進 [P.97] 

２「拠点となる水と緑、特徴ある水

と緑をまもり・つくり・育てます」 

[P.72～95] 

１「流域ごとの水・緑環境をつく

り高めます」 
 [P.43～71] 

３「水と緑の環境を市民とともに

つくり・育て・楽しみます」 
[P.96、97] 
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□ 改定の内容 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画の目標(目標像) 
多様なライフスタイルを実現できる水・緑豊かな都市環境 [P.37～39] 

※[P.  ]は改定(素案)の掲載ページ 

●は引き続き実施する内容 
○は計画改定で新たに加える内容 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

横 浜 市 水 と 緑 の 基 本 計 画 
 

改定(素案)概要版 

【計画期間：2025（平成 37）年まで】 

１ 横浜市⽔と緑の基本計画とは 

「横浜市⽔と緑の基本計画」は市内にある河川や⽔路、樹林地、農地、公園といった⽔や緑を⼀体的にとらえ、横浜ら
しい⽔・緑環境をまもり、つくり、育てるために、本市で⾏う⽔・緑環境施策の⽅向性・考え⽅を⽰した総合的な計画です。 

平成 18 年の策定からおよそ 10 年が経過したことから、これまでの取組を振り返るとともに、社会状況の変化などを考慮
し、計画内容を⾒直しました。 

（１） 現⾏計画の基本的な枠組みや内容の継承 

計画の⽬標年次である平成 37 年までの途中段階での⼀部改定として、計画期間や基本理念のほか、現⾏計画の特徴
である、⽔と緑の回廊形成や⽔循環をふまえた流域単位での計画推進、緑の 10 ⼤拠点における⽔・緑環境の保全など、
基本的な枠組みや内容は継承しました。 
 

（２） 環境創造審議会からの答申の反映 

横浜市の附属機関である横浜市環境創造審議会での議論を経て、平成 27 年 12 ⽉に答申された「横浜市⽔と緑の基
本計画の改定について」を反映しました。 
 

（３） 中期４か年計画や関連する諸計画との整合 

「横浜市中期４か年計画 2014-2017」や「横浜みどりアップ計画」、「横浜都市農業推進プラン」など、関連する諸計画と
の整合を図りました。 

２ 改定のポイント 
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（１）⽔・緑環境に関わるきっかけづくりを進めます  
様々な機会をとらえ、⽔や緑に関する取組の紹介やイベントの開催などを
推進します。 
 
（２）楽しみ、親しむ場の充実を図ります  
シニア層をはじめ、多様な世代の市⺠の知識や能⼒が発揮される取組の
充実や場づくりを進めます。 
 
（３）活動を担う⼈・団体を育てます  
⽔や緑を⽀えるボランティアや活動団体の活動を⽀援します。 
 
（４）活動の輪を広げます  
様々な活動団体同⼠の連携や交流を推進します。 
 

 
 

 
 
（１）流域単位の推進計画を展開する意義 
 

⽔循環基本法も制定され、流域単位で推進計画を展開す
る重要性が⾼まっていることをふまえ、取組を進めていきます。 

 
（２）流域でとらえた⽔・緑環境の保全と創出の⽅針  
①樹林地や農地の保全などによる健全な⽔循環の回復 
②⾬⽔浸透ます、⾬⽔貯留タンクなどの設置の促進 
③河川改修や下⽔道整備など治⽔対策の推進 
④浸⽔ハザードマップなどの活⽤による⾃助・共助の推進 
⑤⽔環境⽬標の設定と取組効果の確認 
⑥地下⽔の保全に向けた汚染未然防⽌対策の実施 
⑦閉鎖性⽔域における下⽔処理の⾼度処理化、合流式下⽔

道の改善 
⑧海域での藻場の再⽣や育成 
⑨⽔や緑のネットワーク化と健康づくりの場としての活⽤ 
⑩保全・創出されたストックの維持管理の推進、計画的なマネ

ジメント 

 
（３）流域ごとの推進計画             

市内の８流域ごとの特性や「源・上流域」「中流域」「下流
域」の環境に応じ、流域の「量」「質」「魅⼒」の観点から⽔と
緑をつなぐ回廊像を定めます。 

 

 

今回追加 多様なライフスタイルを実現できる⽔・緑豊かな都市環境 

 
⽬標像 

⽔と緑の特徴と多⾯的な機能をふまえ、「これまでの取組の成果をふまえた課題」と「変化する社会状況と課題」から、今後充実させ、強化する内容を
今後の⽅向性として整理しました。 

（１） 横浜の魅⼒を⾼める⽔・緑環境の保全・創出・育成 
・保全・創出に向けた取組の継続 
・保全・創出されたストックの維持管理と質の向上の推進 
・⽔と緑による都市の⾻格形成 
・都⼼臨海部の魅⼒を⾼める取組の推進 
・防災・減災に向けた取組の推進            など 

（２） ⽔・緑とともにある多様なライフスタイルの実現 
・シニア層をはじめ、多様な世代の市⺠が活躍できる取組や場づくり 
・⽔と緑を通じたコミュニティの形成や活性化 
・活動団体同⼠の連携の推進 
・全国都市緑化よこはまフェアの開催を契機とした市⺠と⽔と緑との関わりの深化  

など 

《都市の姿》 

・緑が市街地に引き込まれています 
・健全な⽔循環が回復しています 

・地域の中で農のある暮らしが息づいています 
・都⼼臨海部に⽔と緑が増え魅⼒が⾼まっています 

・多様な⽣物が⽣育・⽣息できる環境が形成されています 
・⾵が都市に引き込まれています 

《市⺠の姿》 

・⽔や緑との様々な関わりが深まっています 

４ 計画の⽬標                        第３章 

横浜らしい⽔・緑環境の実現 
〜市⺠・事業者・⾏政の連携・協働により実現します〜 

３ 今後の⽅向性                                             第１〜２章 

５ ⽬標像の実現に向けた３つの推進計画                                                                                 第４章 

推進計画３ ⽔と緑の環境を市⺠とともにつくり・育て・楽しみます 

６ 分野ごとの推進施策        第５章 

基本理念 

推進計画２ 拠点となる⽔と緑、特徴ある⽔と緑をまもり・つくり・育てます  
 
（１）緑の 10 ⼤拠点の⽔と緑をまもり・育てます  
河川の源・上・中流域にあるまとまりのある樹林地や
農地、湧⽔や⽔辺などを「緑の 10 ⼤拠点」として位
置づけ、優先的に保全・活⽤・育成します。 
 
（２）市街地をのぞむ丘の軸の⽔と緑をまもり・ 

育てます  
郊外部と都⼼臨海部周辺との間の丘陵地にある公
園や樹林地、農地と、丘陵の縁にある斜⾯緑地、こ
れらを「市街地をのぞむ丘の軸」として位置づけ、緑
地の保全や⽔・緑環境の整備・維持管理を推進し
ます。 
 
（３）海をのぞむ丘の軸の⽔と緑をまもり、 

海と⼈とのふれあい拠点をつくり・育てます  
旧海岸線沿いに連なる丘陵地の緑の軸を「海をのぞ
む丘の軸」として位置づけ、⽔・緑環境の保全・創
出・維持管理を推進します。また、保全した斜⾯緑
地の安全性の向上を図ります。「海と⼈とのふれあい
拠点」では、海を⾝近に感じる空間を整備・活⽤しま
す。 
 

推進計画１ 流域ごとの⽔・緑環境をつくり⾼めます 

４章の推進計画に基づき、「樹林地」「農地」「公園」「緑化」「⽔循
環」「⽔辺」のそれぞれの分野ごとに推進施策を整理。 

（４）⽔と緑により都⼼臨海部の魅⼒づくりを 
進めます                        

全国都市緑化よこはまフェアの開催もひとつの契機と
しながら都市臨海部で豊かな⽔・緑環境の創出・充
実・維持管理を進めることで魅⼒ある街並みを形成
するとともに、賑わいが創出されるよう、市⺠や事業
者と連携し活⽤を進めます。 
 
（５）農によるまちの魅⼒づくりを進めます      
市内産農畜産物の⽣産振興や農を⽀える担い⼿の
⽀援、農地の利⽤促進、農景観の保全を進めま
す。また農に親しむ取組や地産地消の取組を推進し
ます。 
 
（６）⾥⼭景観の保全を進めます          
樹林地や農地などの⼀体的な保全・活⽤を図り、⾥
⼭景観の保全を進めていきます。 
 
（７）緑豊かな市街地を形成します           
緑豊かな市街地の形成に向け、⼟地利⽤転換など
の機会をとらえた緑の創出、地域のニーズをふまえた
公園の新たな利活⽤の検討、街路樹の良好な育成
など、市⺠に⾝近な緑の保全・創出・活⽤を進めま
す。 

 

※イラストでも表現（裏⾯・4p.） 

※下線部分は今回の計画改定で新たに加える内容 

－３－ －２－ 

⽔緑率 35％をさらに向上 基本指標 
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